
１．はじめに

本業務は、北海道縦貫自動車道のうち森ＩＣ～
落部ＩＣ間（図―１）において、現地条件により
打切りしゅん功した部分を含めた土工延長約１９
kmを一括発注した工事の施工管理業務である。
本橋は担当した土工工事の問題点（火山灰質砂質
土の盛土品質管理）をまとめたものである。工事
概要は下記のとおり。
�１ 工 事 名：北海道縦貫自動車道森工事
�２ 発 注 者：東日本高速道路㈱北海道支社
�３ 工事場所：北海道茅部郡森町
�４ 工 期：平成１９年１２月～平成２３年９月

残土工（約９４万ｍ３）及び全線にわたる路床等
の仕上げ工事である。路床材料の大部分が現地発
生火山灰質砂質土で計画されていることから、経
済性を考慮した品質管理が重要である。

２．現場における問題点

現地発生材の火山灰質砂質土で路床の試験施工
を行なったところ、測定結果がＲＩ測定器による
締固め管理基準値を満足しない結果となった。（図
－２）
約１０千ｍ３の現地発生材を見込んだ工程と土配
計画及び予算管理を行っていたことから、その火
山灰質砂質土の取扱いが課題となった。
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図―１ 位置図 図―２ 試験施工の結果
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３．工夫・改善点と適用結果

試験施工の結果を踏まえて購入材料へ変更した
場合、大幅なコストアップになることから経済性
の観点において疑問があった。下記の検討を実施
し従来の品質管理方法を見直し火山灰質砂質土の
品質管理方法の確立と路床の品質証明（路床強
度）を確認することで現地発生材料を採用する根
拠とした。
①再材料試験により、搬入材料と材料情報に差異
がないことを確認
②再試験施工により、施工機械、施工手順、施工
含水比等の妥当性を確認
③たわみ試験による路床強度確認
④品質管理方法及び路床工程の検討
⑤現地発生材使用不可能と判断された場合の代替
工法（購入材、セメント改良）の検討
NEXCO総研土工研究室の資料によると、「し
らすなど一部の盛土材料では室内試験で求めた
ρdmax を基準にした所定の密度が、モデル施工
などでどうしても得られない場合がある。これは、
粒土が単粒で締りにくい性状を有する材料におい
て生じる問題である」と記述されている。
再材料試験により、最大乾燥密度 ρdmax、土

粒子の密度 ρｓ、強熱減量補正係数 α値は、当初
実施した試験結果と殆ど変わらず、差異は見られ
ないことから、搬入材料と材料情報に相違がない
ことが判明した。（表―１）
本工事（森工事）で発生する材料は、過年度工
事（蛯谷工事、石倉工事）の材料と比較すると流
径加積曲線が急勾配となり、粒土分布が単粒であ
ることから、締りにくい性状を示す材料であると
推測される。（図―３）
路床の品質証明として、路床強度（支持力）を
確認するために、たわみ量測定及びダンプトラッ
クによる走行試験を行なった。測定結果は図―４

表―１ 土質試験結果一覧表

図―３ 各材料の粒径加積曲線

図―４ 走行回数とたわみ量
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のとおり規定値をクリアした。
この結果により、路床材料の強度（支持力）及
び長期安定性については、試験施工の施工条件に
おいて、所定の強度規定を十分に満足する路床が
構築できるものと推定される。
従って、今回使用する現地発生材の火山灰質砂
質土は、室内試験結果を現場管理に反映しづらい
材料であり、最善の方法で施工しても締固め管理
基準値を満足することが困難な材料であると判断
された。
以上により、試験施工時の最大乾燥密度を基準
とした、RI 測定器による「特別規定値管理」を
提案・採用し上部路床の品質管理を行い、現地発
生材を有効利用し舗装工事への引渡し工程を厳守
できた。

４．おわりに

最善の施工方法の採用と品質管理基準クリアの
確認を実施し現地発生材を採用した。その結果、
現在舗装の沈下等も無く品質的に問題ない。今後、
同類土質の参考事例としても活用できる。路床工
程の検討により工程遅延もなく、現地発生材を有
効利用したことにより、コスト縮減の観点からも
高く評価できる。
施工管理員という立場ではあるが、建設コンサ
ルタントの役割であるインフラ整備のコスト縮減、
品質確保、工程厳守を実行できたと実感できてい
る。この経験を今後の業務に生かし、発注者、受
注者双方から相談される技術者を目指し努力して
いきたいと考える。
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